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５
月
２
６
日
開
催
の
執
行
委
員
会
で
、
左
欄
の
よ
う
な
学
長
要
求
書
が
決
定
さ
れ
、
翌
２
７
日
、
詳
細
な
付
属
資
料
と
と
も
に
学
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
基
づ
い
て
、
学
長
交
渉
を
行
う
予
定
で
す
。
今
後
の
基
本
方
向
を
決
定
す
る
重
要
な
機
会
と
考
え
て
、
執
行
部
は
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
要
求
書
中
の
（
別
紙
）
は
付
属
資
料
の
こ
と
で
す
。

２００３年５月２６日

岡 山 大 学 学 長

河 野 伊 一 郎 殿

岡山大学職員組合行委員長

小畑 隆資

人 事 制 度 改 革 ・ 任 期 制 ・ 留 学 生 セ ン タ ー ・ 附 属 学 園

に つ い て の 要 求 書

１ 法人化にともなう人事制度改革について

① ２００４年度に予定されている法人化に際しては、身分・労働条件・処遇についての人事管

、 、 。 、理の基本は 可能な限り現状移行を基本にし 激変を避けること とくに定員外職員については

法人化移行に際してその雇用の継続をはかること。

② 法人化後の労働基準法適用下においても、人事管理の基本は引き続いて公務員に準じた取り

扱いにすること。

③ 労働条件決定にあたっては全教職員の意見・要望を公平にくみ取ること。また、人事制度を

透明で公平なものとし、運用も、透明かつ公平に運用すること。

④ 昨 年 度 試 行 さ れ た 教員の個人評価についての評価を明らかにして、教員個人の教育研

究の活性化に資するよう簡潔で有効な方法に改善・工夫すること。

⑤ 職員の人事考課については、その理由と結果を本人に開示すること。

⑥ 男女共同社会基本法の精神を大学の職場でも目標・計画をもって追求すること。

（別紙「任期制について」参照）２ 任期制について

① 任期制は法に則り厳格に運用すること。

② 任期制の導入に際しては条件整備に努めること。

別紙「留学生センターについて」参照）３ 留学生センターについて（

① 留学生の増加にもかかわらず非常勤が削減された結果、教育に支障を生じてきている。岡山大

学の留学生教育の位置づけを明確にし、教育体制の充実をはかること。

② センター長選出方法を民主化すること。

（別紙「附属学園について ）４ 附属学園について 」

① 大学の独立行政法人化に際して附属学園の教職員の身分や待遇について明示すること。

② 情報機器の管理・保守の専門職員を配置すること。
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「国
立
大
学
、
高
専
法
人
関
係
６
法
案
」の
採
決
を
強
行
！

「
評
価
委
員
会

「
財
務
関
係

「
労
安
法
」
な
ど
審
議
不
十
分
な
ま
ま

」、

」、
１
２
単
組
、
７
０
名
が
傍
聴
、
議
面
前
集
会
参
加

「
国
立
大
学
、
高
専
法
人
関
係
６
法
案
」
の
国
会
審
議
は
５
月
１
６
日
、
衆
議

院
文
部
科
学
委
員
会
で
行
わ
れ
、
野
党
の

質
問
者
す
べ
て
が

「
本
格
審
議
は

、

こ
れ
か
ら
」
と
主
張
し
ま
し
た
が
、
自
民
党
な
ど
与
党
３
党
は
「
審
議
は
尽
く

さ
れ
た
」
と
し
て
採
決
を
強
行
し
ま
し
た

（
全
大
教
国
会
速
報
第
５
号
よ
り
）

。

２００３年６月４日 組合だより 第５５号（２）

病
院
を
持
つ
大
学
が
膨
大

な
赤
字
を
抱
え
、
そ
の
返

済
の
具
体
的
見
通
し
な
ど

が
明
確
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
さ
ら
に

「
労
働
安
全

、

衛
生
法
」
適
用
の
た
め
の

人
員
配
置
、
施
設
改
善
の

計
画
等
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
、
充
分
審
議
を
行
う

必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
審
議
終
了
を
文
科

委
員
会
委
員
長
は
宣
言
し

ま
し
た
。

６
議
員
が
質
問
を
終
え

た
後
、
民
主
党
か
ら
修
正

案
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た

が
、
少
数
否
決
さ
れ
ま
し

。

、「

、

た

そ
し
て

国
立
大
学

高
専
法
人
関
係
６
法
案
」

を
１
法
案
づ
つ
採
決
さ
れ

ま
し
た
が
、
す
べ
て
賛
成。

多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た

そ
の
後
、
自
民
、
民
主

な
ど
４
党
か
ら
付
帯
決
議

の
提
案
が
行
わ
れ
、
賛
成。

多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た

◇
◆
◇
参
議
院
審
議
に

向
け
さ
ら
に
大
学
か
ら
意

見
表
明
を

共
産
党(

石

井
議
員
、
児
玉
議
員)

、
社

民
党(

山
内
議
員)

３
衆

議
院
議
員
が
行
動
参
加
者

を
激
励
―
衆
議
院
本
会
議

採
決
は
２
２
日
◇
◆
◇

、

文
部
科
学
委
員
会
の
審
議

採
決
終
了
後
、
衆
議
院
議

員
面
会
所
に
お
い
て
、
総

括
集
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
総
括
集
会
に
は
、
日
本
共

産
党
石
井
氏
、
児
玉
氏
、
社

会
民
主
党
山
内
氏
の
３
衆
議

院
議
員
が
か
け
つ
け

「
採
決

、

が
強
行
さ
れ
た
こ
と
は
残
念

だ
が
、
衆
議
院
の
委
員
会
審

議
で
は
多
く
の
問
題
点
を
洗

い
出
す
こ
と
が
で
き
た
、
参

議
院
へ
向
け
徹
底
し
た
審
議、

を
要
求
し
て
い
く
と
と
も
に

各
大
学
か
ら
さ
ら
な
る
意
見

表
明
な
ど
の
と
り
く
み
を
し

て
い
た
だ
き
た
い

」
と
参
加

。
。

、

者
を
励
ま
し
ま
し
た

ま
た

「
与
野
党
の
議
員
運
営
委
員

会
で

『
法
人
化
６
法
案
』
の

、

衆
議
院
本
会
議
採
決
は
２
２

日
と
な
っ
た
。
参
議
院
の
審

議
は
そ
れ
以
降
と
な
る

」
と

。

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

総
括
集
会
参
加
者
は

「
参

、

議
院
へ
向
け
た
傍
聴
活
動
の

と
り
く
み
と
学
内
か
ら
の
意

見
表
明
の
と
り
く
み
を
強
め

て
行
こ
う
と
」
意
志
を
固
め

あ
い
ま
し
た
。

【
５
月
１
６
日
審
議
要
点
抜

粋
】
《
民
主
党
・
鳩
山
議
員

質
疑
要
点
》

【
鳩
山
議
員
】

国
立
大
学
は
学
生
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
い
く
べ
き
だ
が
、
法

案
は
学
生
の
立
場
に
立
っ
た

改
革
議
論
に
欠
け
て
い
る
。

ま
た
、
法
案
で
よ
り
よ
い
研

究
が
生
み
出
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
の
か
。

【
文
科
省
】

既
に
学
生
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
改
革
は
進
ん
で
い
る
。

法
案
で
改
革
を
加
速
し
、

魅
力
あ
る
大
学
づ
く
り
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

【
鳩
山
議
員
】

教
育
評
価
は
難
し
く
、
学

生
に
よ
く
思
わ
れ
よ
う
と、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
走
り

教
育
が
お
ろ
そ
か
に
な
ら

な
い
か
。
英
国
で
も
教
育

評
価
は
う
ま
く
い
っ
て
お

ら
ず
、
高
コ
ス
ト
や
教
員

の
士
気
低
下
が
問
題
だ
と

聞
く
。
ま
た
、
研
究
業
績

評
価
で
も
、
評
価
期
間
内

に
結
果
を
出
せ
な
か
っ
た

研
究
が
切
り
捨
て
ら
れ
て

は
な
ら
な
い
。

【
文
科
省
】

、

今
す
ぐ
は
役
立
た
な
い
が

人
類
の
未
来
の
た
め
に
必

要
で
時
間
の
か
か
る
研
究

の
価
値
が
認
識
さ
れ
る
べ

き
。【鳩
山
議
員
】

労
働
安
全
衛
生
法
の
適
用

に
伴
い
、
大
学
が
違
法
状

態
に
な
ら
な
い
こ
と
を
確

約
せ
よ
。
文
科
省
は
施
設

等
の
改
善
に
必
要
な
金
額

を
把
握
し
て
い
る
か
。
４

月
１
日
時
点
で
違
法
状
態

な
ら
、
法
施
行
を
凍
結
す

べ
き
で
あ
る
。

【
文
科
省
】

必
要
額
に
つ
い
て
は
大
至。

急
把
握
し
お
伝
え
し
た
い

補
正
予
算
を
組
ん
で
で
も

万
全
を
期
し
て
対
処
し
た

い
。
《
民
主
党
・
松
原
議
員

質
疑
要
点
》

【
松
原
議
員
】

私
立
大
学
と
国
立
大
学
は

ど
う
違
う
の
か
、
位
置
づ

け
を
明
確
に
し
て
ほ
し
い
。

【
文
科
省
】

国
立
大
学
は
国
の
意
思
で
設

置
さ
れ
た
、
高
等
教
育
、
学

術
研
究
、
研
究
者
育
成
の
中

核
的
拠
点
。
国
立
大
学
に
は

大
学
院
生
の
６
２
％
、
と
く、

に
理
工
系
で
は
修
士
６
６
％

博
士
８
６
％
が
在
籍
し
高
度

な
学
術
研
究
を
提
供
し
て
い

る
。
ま
た
、
学
生
の
１
／
３

以
上
が
三
大
都
市
圏
以
外
の

地
域
の
大
学
に
在
籍
し
て
お

り
、
地
域
活
性
化
や
大
学
教

育
機
会
均
等
に
貢
献
し
て
い

る
。
【
松
原
議
員
】

ポ
ス
ト
工
業
化
社
会
に
お
い

て
、
文
化
の
発
信
は
大
き
な

力
で
あ
り
、
文
科
系
の
輸
出

力
も
重
要
で
は
な
い
か
。

【
文
科
省
】

文
化
に
は
経
済
的
効
果
が
あ

る
。
日
本
の
ア
ニ
メ
や
文
化

財
な
ど
は
世
界
に
注
目
さ
れ

て
い
る
。
科
学
技
術
の
発
展

に
お
け
る
先
端
的
研
究
、
文

化
に
お
け
る
潜
在
力
や
独
創

性
の
発
揮
な
ど
、
大
学
の
役

割
は
重
要
で
あ
る
。

《
共
産
党
・
児
玉
議
員

質
疑
要
点
》

【
児
玉
議
員
】

教
授
会
は
学
校
教
育
法
に
基

づ
き
必
置
で
あ
る
点
を
確
認

し
た
い
。

【
文
科
省
】

学
校
教
育
法
に
基
づ
き
教
授

会
は
置
か
れ
る
が
、
非
公
務

員
化
に
よ
り
教
特
法
は
不
適

用
の
た
め
、
人
事
に
つ
い
て

は
大
学
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ

る
。
ま
た
法
人
法
に
は
学
部

・
研
究
科
の
定
め
は
な
い
た

め
、
内
部
組
織
と
し
て
教
授

会
の
置
き
方
や
運
営
な
ど
に

つ
い
て
は
各
大
学
で
自
主
的

に
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。

【
児
玉
議
員
】

教
特
法
は
公
・
私
立
と
も

に
大
き
く
影
響
を
与
え
、

そ
の
精
神
が
生
か
さ
れ
て

き
た
。
法
人
化
後
も
学
長

選
考
や
採
用
な
ど
運
営
面

で
こ
れ
ま
で
の
教
特
法
や

国
立
学
校
設
置
法
の
精
神

が
生
き
て
い
く
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

【
文
科
省
】

法
人
化
で
非
公
務
員
化
さ

れ
、
国
立
大
学
へ
の
教
特、

法
の
適
用
は
な
く
な
る
が

そ
の
精
神
を
ふ
ま
え
そ
れ

ぞ
れ
に
判
断
す
る
こ
と
に

な
る
。
法
的
に
適
用
が
な

く
な
る
の
は
事
実
。

【
児
玉
議
員
】

自
主
的
な
学
長
選
考
が
大

学
自
治
の
要
件
で
あ
る
こ

と
は
最
高
裁
判
例
で
も
示

さ
れ
て
い
る
。
調
査
検
討

会
議
の
最
終
報
告
に
あ
っ

た
投
票
な
ど
学
内
者
の
意

見
聴
取
手
続
の
保
障
は
法

案
で
は
明
記
さ
れ
て
お
ら

ず
、
世
界
的
に
も
異
例
な

も
の
で
あ
る
。

【
文
科
省
】

学
長
選
考
会
議
に
よ
る
選

考
で
大
学
の
意
思
が
反
映

さ
れ
る
。
学
内
意
見
の
聴

取
は
選
考
会
議
が
決
め
る

ル
ー
ル
で
自
主
的
に
判
断

さ
れ
る
。
文
科
省
は
ル
ー

ル
の
中
身
や
そ
の
是
非
に。

つ
い
て
は
立
ち
入
ら
な
い

【
児
玉
議
員
】

労
働
安
全
衛
生
法
問
題
で

必
要
な
の
は
決
意
表
明
で

な
く
結
果
責
任
。
職
員
３

２
０
０
人
の
産
総
研
の
独

法
化
で
は
２
５
億
円
の
予

算
措
置
を
所
轄
庁
が
行
っ

た
。
移
行
時
点
で
改
善
が

間
に
合
わ
な
い
場
合
、
超

法
規
的
に
対
処
せ
ず
法
施

行
を
凍
結
す
べ
き
だ
。

【
文
科
省
】

現
時
点
で
調
査
が
終
わ
り

改
善
計
画
を
立
て
て
い

る
。
費
用
は
現
在
厚
労
省

と
精
査
し
て
お
り
今
月
中

に
数
値
を
明
ら
か
に
し
、

必
要
な
ら
補
正
予
算
も
要

求
す
る
。
細
部
は
ま
だ
詰

め
て
い
な
い
が
文
科
省
と

大
学
の
責
任
で
平
成
１
６

年
４
月
１
日
に
間
に
合
わ

せ
る
よ
う
努
力
す
る
。

《
社
民
党
・
中
西
議
員

質
疑
要
点
》

【
中
西
議
員
】

国
立
大
学
で
は
本
当
に
改

革
不
可
能
だ
っ
た
の
か
。

法
人
化
は
経
済
活
性
化
の

た
め
の
改
革
と
し
か
映
ら

な
い
。

【
文
科
省
】

経
済
財
政
諮
問
会
議
で
は

経
済
効
率
第
一
で
教
育
を

捉
え
る
き
ら
い
が
あ
り
危

険
で
あ
る
。
そ
の
側
面
だ

け
で
教
育
を
考
え
て
は
い

け
な
い
の
で
あ
っ
て
市
場

原
理
が
大
学
に
導
入
さ
れ

る
と
は
考
え
に
く
い
。

【
中
西
議
員
】

こ
れ
か
ら
の
国
立
大
学

は
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ

て
き
た
も
の
を
活
か
し
つ

つ
競
争
よ
り
も
協
同
・
連

携
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
。
国
立
大
学
の
公
共
性

や
均
等
性
の
役
割
も
維
持

さ
れ
る
べ
き
。
文
科
省
と

財
務
省
の
予
算
協
議
は
教

育
研
究
の
特
性
を
十
分
ふ

ま
え
ら
れ
る
の
か
。

【
文
科
省
】

財
務
省
も
大
学
の
特
性
に

は
十
分
配
慮
す
る
。
各
大

学
と
の
協
議
に
当
た
っ
て

も
、
自
主
性
、
自
律
性
を

十
分
配
慮
し
て
い
く
。
ま

た
、
中
期
計
画
に
基
づ
き

毎
年
の
予
算
措
置
を
十
分

行
っ
て
い
く
。

◇
◆
◇
「労
働
安
全
衛
生

法
基
準
満
た
せ
ず
違
法
状

態
な
ら
、
法
律
を
凍
結
せ

よ
」―
鳩
山
民
主
党
、
児
玉

共
産
党
両
議
員
が
政
府
に

迫
る
―
◇
◆
◇

法
人
化
さ
れ
れ
ば
各
大

、「

」

学
は

労
働
安
全
衛
生
法

が
適
用
さ
れ
ま
す
。
文
科

省
は
「
国
立
大
学
に
あ
る

１
６
９
施
設
中
１
５
６
施

『

』

設
が

労
働
安
全
衛
生
法

の
基
準
を
満
た
し
て
い
な

(

２
０
０
２
年
文
科
省

い
」)

と
国
会
で
答
弁
し
て

調
査
い
ま
す
。
鳩
山
民
主
党
、

児
玉
共
産
党
両
議
員
は
そ

れ
ぞ
れ
「
違
法
状
態
を
残

し
た
ま
ま
拙
速
に
法
人
化、

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い

法
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す

る
２
０
０
４
年
４
月
に
な

っ
て
も
違
法
状
態
が
解
消

さ
れ
な
い
な
ら
、
法
律
を

凍
結
せ
よ
」
と
文
科
省
に

迫
り
ま
し
た
が
、
文
科
省

は
「
そ
う
な
ら
な
い
よ
う

予
算
措
置
を
含
め
努
力
す

る
」
と
の
答
弁
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。

◇
◆
◇
数
多
く
の
問
題
を

残
し
た
ま
ま
「６
法
案
」を

可
決

民
主
党
修
正
案

―
少
数
否
決
、
附
帯
決
議

賛
成
多
数
で
採
択
◇
◆
◇

政
令
、
省
令
併
せ
て
４

８
以
上
も
今
後
制
定
さ
れ

る
と
し
て
い
ま
す
。
附
属


